
受講規約 
 

この文章はシンメトリー・ジャパン株式会社(以下当社)が運営するセミナーもしくは

個別コンサルティング主催組織(プレゼンテーション・カレッジ、マネー・カレッジ、

ロジカルシンキング・カレッジ等、以下当校)の受講規約定めるものです。 

 

第１条 (申込) 

１. 申込にあたっては、当校所定の申込書もしくは Web にて受講申込の手続きを行

って下さい。当校からの受領連絡をもって正式な「受講申込」となります。 

２．申込締切は原則として開講 3 日前までです。但し、スケジュールの都合等でこ

の期日までに手続きができない場合は、当校事務局までご連絡下さい。また、そ

れ以前でも定員に達した講座は締め切らせていただきます。 

 

第２条 (受講料) 

１．受講料は全額前納・銀行振込もしくはカード決済となります。 

２．受講料の支払いに伴う手数料は受講申込者の負担とさせていただきます。 

３．領収書は取扱金融機関等の振込受領書をもって代えさせていただきます。 

４．何らかのご都合により受講が不可能となった場合、一旦納入された入学金及び

受講料は、以下のルールに則って返金いたします。返金の場合、振込手数料はご

負担いただきます。 

（1）当該講座開講 3営業日前までは全額返金 

（2）当該講座開講 2営業日前からは返金いたしません 

５．前項の規定に関わらず、開講 2 営業日前から前日までの期間において、社命に

よる転勤、転居、及び入院を伴うようなご病気の場合に限り、必要書類の提出後の

当校の審査により全額返金いたします。  

６．受講料のお支払いは申込後に当校が発行する請求書もしくはメールに記載のお

支払期日までにお手続きください。なお、支払期日を過ぎた場合、延滞利息（年利

12%）をいただくことがあります。 

７．前項にかかわらず、講座の資料を事前共有する場合、資料を送付以降は返金を

いたしません 

 

第３条  (受講の制限) 

１．当校に著しくそぐわない言動が認められた場合、ご受講をお断りすることがご

ざいます。講座の途中であってもそれ以降ご受講いただけない場合があります。 

２．当社と競合にあたる企業からのお申込はお断りする場合があります。 

 

第４条  (講座の閉講・休講・変更) 

１．学習効果の観点から、受講者数が一定に達しない場合、あるいはやむを得ない

事情がある場合、講座を閉講することがあります。 

２．講座の閉講は、開講日の 1日前までに決定します。  

３．講師の都合により代理の講師による講義、あるいは日時・場所・ 内容等が変

更になる場合があります。 

４．下記のやむを得ない事情によっては、開講日の 1 日前を過ぎても講座を休講・

閉講または延期することがあります。 

（1）交通機関のストライキ、台風・地震等の天災地変、暴動やクーデターのと

き  

（2）講座担当講師の不測の事故、病気、慶弔時等のとき 



（3）施設の保守点検、改修工事等がおこなわれるとき 

（4）その他、当校が、不可抗力により開講が不可能と判断したとき 

 

第５条  (振替受講制度) 

受講者の都合により講座に出席できない場合は、事前の連絡をいただいた場合に限

り、別日程の講座にお振替受講いただけます。ただし、振り替え先は、当初申し込

んだ講座より３ヶ月以内の講座に限ります。 

 

第６条  (全額返金保障制度) 

１. カリキュラムに定める履修内容をすべて終了してなお規定の学習効果が認めら

れなかった場合、受講生ご本人から当校宛に申請をしていただければ、受講料全

額を返金いたします。  

２．申請期限は、セッション終了後、2週間以内となります。 

３．当制度によるご返金は、受講する講座数に関わりなく、お一人様１回のみとな

ります。 

 

第７条 (オンライン提供) 

当校の講座をオンラインで提供する場合、接続を確保する主体は受講者です。イン

ターネット接続、もしくは Zoom などのオンライン配信システムへの接続の不具合

による返金は、これを認めません。 

 

第８条  (その他) 

１.カリキュラム内容・教材及び講座で知り得たカリキュラム内容についての情報

に関しては、受講期間中／後を問わず、所属講座のメンバー以外に伝えることを

禁じます。  

２．カリキュラム内容・教材、配布資料等の無断転用／複製を禁じます。  

３．講座での写真撮影、録音、録画、などは一切禁じます。  

４．講座参加中での忘れ物については、1 ヶ月間保存し、その後当校にて処分しま

す。  

５．規約は予告なく変更されることがございます。規約が変更された場合は、その

時点から新しい規約が適用されます。 

６．当校は、学校教育法に定める学校ではなく、学位を授与する権利をもちません。 

 

以上 


